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　上圖は本年5
刀中に写研にな
る小遊星．の中，
光度12．9等迄
のものの梅略の
位置を示す．小
遊星が赤道より
南に集中すれば
銀河が眞ぐ傍に
迫って來て，冥
の近い事を，は
っきり感じる・
其の代り，戸外
の襯測は樂であ
る・ ｦ明は
戸外観測の最も
能率の上る時で
ある・
